
規

則

告

示

変
更
年
月
日

変
更
後
の
認
定
を
受
け
た
者
の
名
称

変
更
前
の
認
定
を
受
け
た
者
の
名
称

平
成
二
十
三
年
二
月
十
六

日

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
モ
バ
イ
ル
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送

平成™š年š月˜�日 木曜日 第œœ˜�号官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常

勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
e

一
一

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
八
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
九
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
隠
岐
広
域
連

合
の
規
約
の
変
更
を
許
可
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

一

許
可
年
月
日

平
成
二
十
三
年
三
月
七
日

二

施
行
年
月
日

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

三

主
な
変
更
内
容

^

広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
中
「
知
的
障
害
者
援
護
施
設
」
を
「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
（
短
期
入
所
、
共
同
生
活
介
護
及
び
共
同
生
活
援
助
に
限
る
。）」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
改

め
、「
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
に
関
す
る
事
務
」
を
削
る
。

_

構
成
団
体
の
負
担
金
の
負
担
割
合
を
変
更
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
八
十
三
号

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
十
一
条
の
二
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
の
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

〇
総
務
省
告
示
第
八
十
四
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
七

号
（
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
計
画
の
認
定
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

表
中
「
株
式
会
社
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送
」
を
「
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
モ
バ
イ
ル
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」に
改
め
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
改
正
に

関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
e

五

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
特
例
）

第
二
十
八
条

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
起
因
し
て
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
五
条
第
二
項
の
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
同
条
第
四
項
の
原
子
力
緊

急
事
態
解
除
宣
言
が
な
さ
れ
た
日
ま
で
の
間
の
同
法
第
十
七
条
第
八
項
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
応
急
対
策
実
施
区
域

に
お
い
て
、
特
に
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
場
合
は
、
第
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中

「
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
あ
る
の
は
、「
二
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
規
則
一
〇
e

五
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
六
日
か
ら

適
用
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
e

二
八

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「
職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
職
員
が
当
該
住
居
の
復

旧
作
業
等
の
た
め
」
を
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
合
で
、
職
員
が
」
に
改
め
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行
い
、
又
は
一
時

的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

ロ

職
員
及
び
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く
不
足
し
て
い
る

場
合
で
、
当
該
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
十
八
号
中
「
災
害
時
に
お
い
て
」
を
「
災
害
又
は
交
通
機
関
の
事
故
等
に
際
し
て
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

三

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
合

で
、
非
常
勤
職
員
が
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

七
日
の
範
囲
内
の
期
間

イ

非
常
勤
職
員
の
現
住
居
が
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
そ
の
復
旧
作
業
等
を
行

い
、
又
は
一
時
的
に
避
難
し
て
い
る
と
き
。

ロ

非
常
勤
職
員
及
び
当
該
非
常
勤
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
生
活
に
必
要
な
水
、
食
料
等
が
著
し
く

不
足
し
て
い
る
場
合
で
、
当
該
非
常
勤
職
員
以
外
に
は
そ
れ
ら
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

第
四
条
第
一
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
災
害
時
に
お
い
て
」
を
「
災
害
又
は
交
通
機
関
の

事
故
等
に
際
し
て
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

非
常
勤
職
員
が
地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
又
は
交
通
機
関
の
事
故
等
に
よ
り
出
勤
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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